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一般社団法人 愛知県建設業協会 

     専務理事  大 西 克 義 

 

 

 

SDGs あいちシンポジウム 2020 の開催について（通知）  

 

 

標記につきまして、このたび、愛知県環境局環境政策部環境政策課 企画・広報グ 

 

ループから別紙のとおり SDGs あいちシンポジウム 2020 を開催する旨、参加周知依 

 

頼がありましたので、ご案内いたします。 

 

以上 

  

※ 【知事会見】SDGs あいちシンポジウム 2020 の参加者を募集します！  

      

    URL： https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyo/sdgs-sympo-2020.html 

 

 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyo/sdgs-sympo-2020.html


会　場｜ウインクあいち 2 階大ホール

基調講演：涌井雅之氏

リコージャパン株式会社
経営企画本部 コーポレートコミュニケーション部
SDGs 推進グループ  兼 広報グループ

太田 康子氏

中部大学
中部高等学術研究所／
国際 ESD・SDGs センター　准教授

古澤 礼太氏

環境省
大臣官房　総合政策課
環境教育推進室　室長補佐

愛知県は「SDGs 未来都市」として、
SDGs の普及を推進しています。

この事業は、あいち･なごや
生物多様性2020連携事業です。

コメンテーター
田代 久美氏

ファシリテーター
一般社団法人中部 SDGs 推進センター
代表理事

戸成 司朗氏

涌井 雅之氏 

環境ボランティアサークル 亀の子隊
代表 鈴木 吉春氏

愛知淑徳大学 交流文化学部 3 年
（「かがやけ☆あいちサスティナ研究所」
第５期修了生）

河村 友紀氏

『SDGs 達成の鍵を握る自然共生と再生循環』

「SDGs 達成に向けたパートナーシップ」とはどのようなものか。
また、それによって見えてくる未来とはどのような世界か。
このシンポジウムでは、身近な「環境」の視点から、いかに持続可能な
未来を築きあげていくのかを来場者の皆様と共に考えます。

造園家･ランドスケープアーキテクト、東京都市大学特別教授

※申込方法は裏面

時　間｜14:00～17:30 （受付開始 13:30） 

▎14:10～15:30

Thu272/
2020

パネルディスカッション：
『パートナーシップで築く SDGs 達成の未来』

▎15:45～17:15

参加無料 定員800名 事前申込制
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主催／愛知県　　協力／日本経済新聞社 名古屋支社

（愛知県産業労働センター）

SDGs あいち
シンポジウム2020
SDGs あいち
シンポジウム2020

来場者全員に
オリジナルSDGs
ピンバッジを
プレゼント！



愛知県名古屋市中村区名駅 4 丁目 4-38

※ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。

https://events.nikkei.co.jp/23801/
［ SDGs あいちシンポジウム 2020 申込サイト ］

［申込期限］2020 年 2 月 20 日（木）
［申込定員］先着にて 800 名に達し次第受付は終了いたします。
　　　　　 ご参加いただけない場合のみ、個別にご連絡いたします。

必要事項（代表者氏名（ふりがな）、お勤め先又は通学先、電話番号、Ｅメールアドレス、参加人数）を記入の上、
郵送、ファクシミリ又は電子メールのいずれかで 2020 年２月 20 日（木）までにお申込みください（当日必着）。

［会場案内及び参加申込方法］［会場案内及び参加申込方法］［会場案内及び参加申込方法］

▎会場アクセス

会　　場｜ウインクあいち 2 階大ホール（愛知県産業労働センター）

申込方法｜WEB サイトにて必要事項をご記入のうえお申込みください。

その他
申込方法

□JR 名古屋駅桜通口から：
　ミッドランドスクエア方面徒歩 5 分

□ユニモール地下街 5 番出口から：
　徒歩 2 分

□名駅地下街サンロードから：
　ミッドランドスクエア、マルケイ観光ビル、
　名古屋クロスコートタワーを経由　徒歩 8 分

□JR 新幹線口から；徒歩 9 分

▎シンポジウムに関するお問合せ･Web サイト以外のお申込み

▎FAX でご応募の際は下記に必要事項を記入し、本紙を送信してください。

代表者氏名
（ふりがな）

SDGs あいちシンポジウム運営事務局（株式会社新東通信内）
メール：info@sdgs-aichi.com
電　話：052-971-6233（平日 10:00～17:00）　　FAX：052-951-0672
住　所：〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内 3-16-29

SDGs あいちシンポジウム2020SDGs あいちシンポジウム2020

お勤め先
又は通学先

電話番号 参加人数 名

Eメールアドレス



講師、パネリスト、ファシリテータープロフィール 

１ 基調講演「SDGs 達成の鍵を握る自然共生と再生循環」講師 

  造園家・ランドスケープアーキテクト、東京都市大学特別教授 

    涌井 雅之（わくい まさゆき）氏

  ・東京農業大学農学部造園学科出身。 

  ・造園家・ランドスケープアーキテクトとして「景観十年、風景百年、風土千

年」と唱え、人と自然の空間的共存をテーマに多くの作品や計画に携わって

いる。代表的な仕事には、「ハウステンボス」のランドスケーププランニング

や「愛・地球博」における会場演出総合プロデューサーがあり、その会場計

画や記念庭園の監修に携わっている。 

  ・今という時代を「農業革命」「産業革命」に次ぐ人類第三の革命「環境革命」

の時代と捉え、地球環境問題、とりわけ生態系サービス（生物多様性）を重

視した人と自然の共生を目指した持続的未来に向けた戦略的方向を探りつつ、

「地球は限りある囲われたエデン」であると説く。 

２ パネルディスカッション「パートナーシップで築く SDGs 達成の未来」 

（１）パネリスト： 

○リコージャパン株式会社 経営企画本部 コーポレートコミュニケーション

部 SDGs 推進グループ兼広報グループ 

    太田 康子（おおた やすこ）氏 

 ・2013 年から現職。CSR 報告書と SDGs の推進を担当。SDGs 達成に貢献する

先進企業を選出する日本経済新聞社主催の「日経 SDGs 経営大賞 2019」に

おいて、「環境価値賞」を受賞した株式会社リコーの SDGs 推進部門と連携

して、リコージャパンの SDGs 推進に携わっている。 

   ・2016 年から全国で１万人を超える社員に実施した CSR 勉強会が反響を呼び、

メディアに取り上げられる。 

○中部大学 中部高等学術研究所／国際 ESD・SDGs センター 准教授 

古澤 礼太（ふるさわ れいた）氏 

   ・名古屋大学大学院文学研究科比較人文学講座博士後期課程満期退学。 

   ・2007 年から中部大学に勤務し、ESD(持続可能な開発のための教育)及び 

SDGs について研究。 

・東海・中部地区における ESD 推進の中心的役割を担うために 2007 年に設立

された、中部 ESD 拠点（国連大学が認定する世界 169 の ESD 地域拠点の一

つ）の事務局長も務めている。 

別 紙 



 ○環境省 大臣官房 総合政策課 環境教育推進室 室長補佐 

    田代 久美（たしろ くみ）氏

   ・2017 年 1 月から現職。国連大学との事業を通じ、大学の研究や学生の教育

を地域における SDGs の達成につなげるプロジェクトを推進。また若者の活

動の国際的な発信やネットワークづくりを支援（中部 ESD 拠点もネットワ

ークの一つ）。 

・2018 年より、ローカル SDGs としての地域循環共生圏の創造を目指し、主体

的に地域課題解決に取り組む次世代リーダーの育成を開始。若手社会人を

対象とした「SDGs リーダー研修」や、全国各地の SDGs 的な取組の芽をつな

げていく「SDGs ローカルツアー」事業を実施中。 

○環境ボランティアサークル 亀の子隊 代表  

    鈴木 吉春（すずき よしはる）氏

   ・2015 年まで愛知県田原市で小学校教諭として勤務。 

・総合的な学習をきっかけに 1999 年、環境ボランティアサークル亀の子隊を

設立。海岸の清掃活動等を通じて子ども達に海の大切さを実感させ、自然

を愛する心を養うことを目的に活動を行っている。 

・活動が認められ、環境省主催の「平成 29 年度「みどりの日」自然環境功労

者環境大臣表彰」等を受賞。 

 ○愛知淑徳大学 交流文化学部 ３年（「かがやけ☆あいちサスティナ研究所」

第５期修了生）  

    河村 友紀（こうむら ゆき）氏

   ・愛知県が実施している大学生を対象とした環境面での「人づくり」事業「か

がやけ☆あいちサスティナ研究所」の第５期生（2019 年度）として、チー

ム・TOPPAN に所属。チームリーダーとして、パートナー企業である凸版印

刷（株）から提示された環境課題を半年間研究。 

・2019 年 12 月 15 日に開催した成果発表会では、チーム・TOPPAN が発表した

解決策（SDGs 達成に向けた未来の「環境配慮型パッケージ」）が最優秀賞に

選定された。 

（２）ファシリテーター： 

一般社団法人中部 SDGs 推進センター 代表理事 

    戸成 司朗（となり しろう）氏

   ・2007 年（株）西友 執行役副社長を退任。その後、住友理工（株）で CSR

アドバイザーを務めた。 

   ・2019 年、（一社）中部 SDGs 推進センターを設立し、代表理事に就任。SDGs

の普及啓発、実践指導を行っている。 



持続可能な開発目標（SDGs） 

 「持続可能な開発目標（SDGs）」とは、2001 年に策定された「ミレニアム開発目

標（MDGs）」の後継として、2015 年９月の国連サミットで採択された「持続可能な

開発のための 2030 アジェンダ」に記載された 2016 年から 2030 年までの国際目標で

す。 

 持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成され、

地球上の誰一人として取り残さない（leave no one behind）ことを誓っています。 

 SDGs は発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）な

ものであり、日本としても積極的に取り組んでいます。 

 愛知県は、2019 年 7 月に内閣府から「SDGs 未来都市」に選定されました。同年８

月に「愛知県 SDGs 未来都市計画」を策定し、SDGs の取組を積極的に推進していま

す。 

参 考 


